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はしがき 

 アマモ場や内湾域，砕波帯といった沿岸の浅海域は海

産仔稚魚の成育場として研究が進められてきた（大島

1954;森1982;SENTA and KINOSITA 1985他）。これらの調査

毎に特有の魚種の季節的消長がみられ，魚種によってそ

の海域に出現する発育段階が決まっていた。集魚灯によ

る仔稚魚の採集報告は少なく，木村ら（1984）の三重県

英虞湾における報告と，木村ら（1989）の沖縄県糸満地

先の報告があるに過ぎない。また，これらの報告では仔

稚魚の発育段階とその生態的意義についての議論はなさ

れていない。著者は，神奈川県水産試験場地先で月1回

行った灯火採集で得られた各魚種と，種によって特異的

だった発育段階について報告する。 

 本研究を進めるに当たり，有益なご助言をいただいた

淡水魚増殖試験場の中田尚宏専門研究員に感謝する。 

 

材料と方法 
 採集場所は神奈川県水産試験場地先（図１）の岸壁で

水深は約２ｍ，底質は砂で，ところどころ岩盤の露出と

転石がみられる（図２）。採集地点の北側の岸壁に沿っ

て捨て石が，南側には波消しブロックが入っている。各 

基質上には冬期から春期にかけてホンダワラ類が繁茂し，

ガラモ場が形成される。 

 

 

 

図１ 城ケ島の位置と採集場所
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図２ 採集場所周辺の海底地形 

 

表１ 採集実施日時と表層水温 

Date Time Water temp. 

1991   

 June 25 19:30-21:30 21.5℃ 

 July 25 19:30-21:30 22.5 

 Aug. 31 18:50-20:50 25.1 

 Sept.26 19:00-21:00 22.8 

 Oct. 29 18:40-20:40 20.9 

 Nov. 26 18:30-20:30 18.l 

 D㏄. 29 17:40-19:40 15.4 

1992   

 Jan. 27 18:40-20:40 13.3 

 Feb. 26 18:50-20:50 12.6 

 

 1991年６月から1992年２月まで月１回，日没後30分～

１時間後に点灯し２時間の灯火採集を行った（表１）。 

使用した集魚灯は500Wの水中灯で，岸壁から30cm離して

水面下50cmの位置に垂下した。蝟集した動物は可能な限

り手だも（30×20cm，目合い0.5mmのナイロン製）です

くいとり，５％中性海水ホルマリンで固定し実験室に持

ち帰った。 

 採集物は実体顕微鏡下で魚類とその他に分け，魚類だ

けについて種の同定と計数，全長の測定を行った。種の

同定は主として内田ら（1958），水戸（1966），沖山編

（1988）に基づいて行った。また，採集された各魚種の

発育段階区分を渡部・服部（1971）に従って，前期仔魚，

後期仔魚，稚魚の3段階に分けて判定し，卵の形態につ

いては主として松岡ら（1975），MOSER et al.（1984），

沖山編（1988）に従った。また，成魚の分布については， 

益田ほか編（1988）に従った。 

 

結  果 
１ 各月の採集状況 

 採集された魚類は９目33科57種以上，27，116個体で

あった（表２）。また，各採集月の種数と採集個体数を

図３に示す。採集方法が小型の手だもによることから，

採集されたのは遊泳力が弱く，正の走光性を示す仔稚魚

がほとんどで，種ごとに季節的消長がみられた。６月は
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表２ 採集魚種のリスト（1/2） 
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表２ 採集魚種のリスト（2/2） 
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図３ 採集固体数と種数の経月変化 

 

 

スズメダイとイソギンポの前期仔魚か優占的に採集され

た。また，採集場所近くで昼の間大量に浮遊しているの

が観察されたアゴハゼ属の後期仔魚～稚魚がわずかなが

ら採集された。7月は，イソハゼの前期仔魚，ヘビギン

ポ，ギンイソイワシの前期仔魚～後期仔魚が優占的で

あった。６月に優占的だったスズメダイは大幅に採集個

体数が減った。８月は，イソハゼ，イソギンポの前期仔

魚が大量に採集され，２種で８月全体の採集個体数の

96.1％を占めた。また，ボラ科の3種，アケボノチョウ

チョウウオといった熱帯～亜熱帯に分布の中心を持つ魚

類（沖山編，1988）の稚魚など，８月だけに採集された

魚種が10種を数え，種数は28以上と増加した。９月は採

集個体数，種数ともに大幅に減少するが，主要構成種は

８月とあまり変わらなかった。10月はさらに採集個体数

か減少し，シロギスの後期仔魚～稚魚の12個体が最多と

なった。また，ヨロイメバルの稚魚が３個体採集された。 

11月は，コケギンポの後期仔魚とヨロイメバルの前期仔

魚が優占種となったほか，アユの後期仔魚（シラス型幼

生）が採集された。また，今回採集されたイトヒキヨウ

ジ（全長68.0mm）はわが国からの採集報告は少なく，相

模湾の３個体の稚魚（DAWSON et al.1978）と，日本海

側の島根～山口県沖の２個体の稚魚（永澤，1990）の報

告があるのみである。12月は，アイナメ属の前期仔魚が

優占的に採集された。１月は，採集個体数はこれまでの

最低となったが，ダイナンギンポ属やアイナメ属，アナ

ハゼ亜科といった冬場の低水温期に産卵することが知ら

れる魚種の仔魚が中心となっている。２月は，コケギン

ポ，アイナメ属，アナハゼ亜科の仔魚の採集個体数が１

月と比較して増加し，キヌバリ属の仔魚も加わって全体

の採集個体数が増加した。 

 

２ 各魚種の発育段階 

 採集された各魚種の発育段階は種によって特異的で

あった。 

（1）前期仔魚が得られたもの 

 今回の採集を通じて前期仔魚が得られた魚種は17種で

あった（表３）。これらの採集個体数は多く，全ての種

が沈性卵を生むか，仔魚を産仔することが知られている。 

（2）稚魚だけが得られたもの 

 稚魚だけが得られた魚種は16種であった（表４）。こ

れらの内11種は分離浮性卵を生むことが知られているが， 

近縁種の産卵形態から分離浮性卵であることが想像され 

るものである。 

（3）後期仔魚を除いた発育段階が得られたもの 

 ナベカとヨロイメバルは前期仔魚と稚魚の間の後期仔

魚の段階が採集されなかった。この現象は，著者が1986

～1988年にかけて千葉県小湊で行った同様の調査におい

てもみられた（岡部 未発表）。 

（4）全発育段階が採集されたもの 

 ムギイワシ，ギンイソイワシ，コケギンポ，イダテン
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表３ 前期仔魚が得られた魚種 

魚種 採集個体数 魚種 採集個体数 

ナミノハナ 146 イソギンポ 4897 

ムギイワシ 301 ナベカ 15 

ギンイソイワシ 423 ダイナンギンポ属 16 

スズメダイ 538 ヨロイメバル 32 

イソハゼ 19806 アイナメ属 88 

クツワハゼ 8 イダテンカジカ 20 

クモハゼ 92 アナハゼ亜科 67 

ヘビギンポ 227 ウバウオ科 2 

コケギンポ 121   

 

 

 

表４ 稚魚だけが得られた魚種 

魚種 採集個体数 魚種 採集個体数 

 イトヒキヨウジ 1 ☆コトヒキ 10 

☆ボラ 2 ☆アケボノチョウチョウウオ 1 

☆メナダ属sp.1 3  ミミズハゼ属 1 

☆メナダ属sp.2 2  トビイトギンポ 1 

☆フウライボラ 1 ☆コチ 1 

☆ワニグチボラ 1 ☆ネズッポ科sp.1 1 

☆クロサギ 24  カワハギ 2 

☆メジナ 1  フグ科 2 

☆は分離浮性卵を生むもの 

 

 

カジカ，アナハゼ亜科が，前期仔魚期から稚魚期までの

全発育段階を通じて採集された。 

 

論  議 
１ 採集時の発育段階とその生態的意義 

 (１）前期仔魚が得られたもの 

 前期仔魚が得られた魚種は，採集場所付近が産卵ある

いは産仔場所であり，ふ化あるいは産仔されて間もなく

灯火に来遊したものと考えられる。今回採集された17種

は全てが沈性卵を生むか仔魚を産仔することが知られ，

さらに採集場所付近で成魚が普通に観察されることは，

このことを裏付けている。 

 (２)稚魚だけが得られたもの 

 これらの魚種は，稚魚期以前の発育段階を採集場所周

辺以外の海域で過ごしていたが，その時期の走光性が負

であるなどの理由で採集されなかったものと想像される。 

これらの内11種は分離浮性卵を生むことから，産卵場所

が採集場所近くにあっても，卵の段階で分散してしまう

可能性が高い。LEIS and MILLER（1976）は，ハワイ，オ

アフ島沿岸での調査の結果，分離浮性卵を生む多くの沿

岸魚の仔魚が沖合いで大量に採集され，沿岸ではほとん

ど採集されないことを報告し，これらを沿岸における

missing 1arvaeと表現している。本研究においても，ボ

ラ，クロサギ，メジナ，コトヒキ，コチ，ネズッポ科と

いった分離浮性卵を生むことが知られる沿岸魚の仔魚は

採集されていない。この原因について，これらの仔魚が

沖合いに分布しているのか，採集方法の性質によるのか

は，今後調査検討する必要があろう。また，イトヒキヨ

ウジ，ボラ科の4種，アケボノチョウチョウウオは分布

の中心が熱帯～亜熱帯にあり（益田ほか編，1988),そこ

から仔稚魚の輸送があったものと考えられる。ゲンゲ科

のトビイトギンポは，この科に属する多種の産卵形態か
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ら，ふ化時にはすでに鰭条数などの計数形質が整った状

態であることが想像され（塩垣1988），採集場所付近で

本種の成魚が普通に観察されることから，今回採集され

た稚魚も採集場所付近でふ化して問もなく灯火に来遊し

たものと考えられる。 

 (３)前期仔魚期から稚魚期の間の発育段階が抜けたも

の 

 この場合，前期仔魚だけが得られたことから，産卵あ

るいは産仔場が採集場所近くにあると考えられる。また，

稚魚が採集されたことから，採集場所周辺を着底場所と

して利用しているものと考えられる。その間の発育段階

が得られなかったことは，採集場所周辺にいなかったか，

走光性が負に転じる等の生理的変化が起こった可能性を

示唆している。中田（私信）は，1977～1978年にかけて

相模湾東部沿岸で展開した丸特ネットによる卵稚仔調査

でナベカの10mm前後の後期仔魚を採集している。本研究

において採集されたナベカ稚魚は全長15.5～17.0mmで

あったことから，沿岸の岩礁域でふ化したナベカは沖合

いへ分散して成長し，着底期に再び岩礁域に来遊してい

るものと考えられる。ヨロイメバルについても同様の生

活場所の移行の可能性があるが，これらの移動あるいは

輸送の機構，個体群毎の遺伝的な起源の問題など不明な

点が多く，今後の研究課題となろう。 

 (４)全発育段階が採集されたもの 

 ムギイワシ，ギンイソイワシはトウゴロウイワシ科に

属し，海藻などに纏絡卵を産みつける（田北1988）。 

 コケギンポ（塩垣・道津1972），イダテンカジカ（中

村 1934）も沈性卵を生むことが知られており，このこ

とは採集場所近くに産卵場所があることを示している。

また，その後の発育段階のものが採集されたことは，採

集場所周辺を仔稚魚期の成育場としても利用しているも

のと考えられる。なお，アナハゼ亜科については種まで

の同定を行い，種ごとの採集状況を追跡する必要がある。 

 

２ 今後の展開 

 今回の採集はひと月に１回の灯火採集によった。各採

集月にみられた分類群組成および発育段階組成は必ずし

もその月を代表するものではない。また，灯火採集とい

う特殊な採集方法によって得られた結果は，採集場所周

辺の仔稚魚相をそのまま反映するものでもない。さらに

は採集を開始した時刻が日没後30分～１時間であり，終

夜の仔稚魚の来遊状況を反映しているとは言えない。し

かし，採集された魚種毎に採集月が異なり，発育段階は

種によって特異的だった。これらの現象は個々の魚種の

初期生活史解明に重要な情報を提供する。例えば，前期

仔魚が採集される時期は産卵期と一致し，限定された発

育段階は採集場所周辺海域の発育段階別の利用状況を示

し，また生理的機構の変化の時期を示す可能性がある。 

今後は前述のような問題点を吟味し，克服するための採

集調査を取り入れることによって沿岸浅海域における仔

稚魚相の変動を把握するための方法を模索したい。 
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